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古代の官撰史書（２） 

『続日本
し ょ く に ほ ん

紀
ぎ

』（213/50） 

「続日本紀」は「日本書紀」に続く官撰史書で全４０巻あり、文武
も ん ぶ

元（６９７）年～延暦
えんりゃく

１０（７９１）年までの９５年

間が編年体で記され、延暦１６ 年に完成しています。藤原
ふじわらの

継
つぐ

縄
ただ

、菅野
すがのの

真
ま

道
みち

、秋條安人
あきしののやすひと

、中科巨
な か し な のこ

都
つ

雄
お

らが編さ

んに携わっています。数人の編さん者の中でも菅野真道と秋條安人の功績が大きく『続日本紀』という題を決

めたのもこの２人であると言われています。 

成立の過程は複雑で、全４０巻の内、前半の２０巻と後半の２０巻が別々に編さんされています。天平
てんぴょう

宝
ほ う

字
じ

２

（７５８） 年８月から延暦１０年までの２０巻は藤原継縄らが編さんし、文武元年から天平宝字２年７月までの２０   

巻は、菅野真道らが編さんしました。このことは延暦１３年の藤原継縄らの上表
じょうひょう

文や、延暦１６年の菅野真道ら

の上表文によってわかりますが、古い時代の２０巻が後に奏上
そうじょう

されています。 

写本や版本は『日本書紀』ほど多くはなく、当館では明暦
めいれき

３（１６５７）年の立野
た ち の

春
しゅん

節
せつ

による版本全２０冊を所

蔵しています。この２０冊の中に『続日本紀』全４０巻が納められていますが、１冊に２巻ずつ入っています。 

『続日本紀』は９代にわたる天皇の治世が記されており、その構成はおおよそ以下のとおりになっています。

旧稿を再編成する過程で、巻の途中で治世が変わっているところもあります。巻１～巻３は文武天皇紀、巻 ４

～巻６は元明
げんめい

天皇紀、巻７～巻９は元正
げんしょう

天皇紀、巻９～巻１７は聖
しょう

武
む

天皇紀、巻１７～巻２０は孝
こ う

謙
けん

天皇紀、巻

２１～巻２５は淳
じゅん

仁
にん

天皇紀、巻２５～巻３０は称
しょう

徳
と く

天皇紀、巻３１～巻３６は光
こ う

仁
にん

天皇紀、 巻３６～巻４０は桓
かん

武
む

天皇紀です。 

『続日本紀』には、日本史の著名なできごとが数多く載っています。元明天皇紀では和銅
わ ど う

元（７０８）年２月に

催
さ い

鋳
じ ゅ

銭司
ぜ ん し

を置き、同８月に銅銭（和同開珎
わ ど う か い ち ん

）を鋳造
ちゅうぞう

したことが記されています。また、和銅元年９月には平城
へいじょう

京
きょう

造営が始まり、同３年３月には平城京に遷都
せ ん と

したことが記されています。聖武天皇紀は長くて、８巻もあります。

天平
てんぴょう

文化を生み出した天皇であり、天平１３(７４１) 年３月２４日には国分寺
こ く ぶ ん じ

設置の 詔
みことのり

が発せられています。

孝謙天皇紀では天平
てんぴょう

勝
しょう

宝
ほ う

４（７５２）年４月に、東大寺の廬舎那仏
る し ゃ な ぶ つ

の開眼
かいげん

供養
く よ う

が聖武上皇、孝謙天皇臨席のも

と盛大に行われたことが記されています。光仁天皇紀では宝
ほ う

亀
き

９（７７８）年の遣唐使の帰朝報告や道
ど う

鏡
きょう

の伝

記などが史実をもとに示されています。 

最後の桓武天皇紀ですが、『続日本紀』は桓武天皇の代に完成しているのですから、巻３６ ～巻４０はまさ

に今上
きんじょう

天皇の治世について記されていることになります。六
り っ

国史
こ く し

の中でも今上天皇紀を記しているのはここだ

けであり、異例と言えます。 平安遷都を成し遂げた桓武天皇の自信のなせるところとも言われていますが、史

実を削除してしまったところもあるとも言われています。 

戦前の『日本書紀』を中心とする皇国史観の反省から、戦後は史実を中心とする広範で詳細な記述が多い

『続日本紀』が、大学の史学科のテキストとして人気が高まった時期もありました。 注釈本には江戸期の河村
かわむら

秀
ひで

根
ね

の『続紀集
し ょ き し ゅ う

解
げ

』、村尾元
む ら お げ ん

融
ゆ う

の『続日本
し ょ く に ほ ん

紀
ぎ

考証
こうしょう

』（２１３/１４０)などがあります。 
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